
～京奈和自動車道の整備効果について～

近畿の経済・文化・暮らしを支えるネットワーク
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京奈和自動車道の事業概要

近畿地方は、大阪平野を中心にほぼ同心円状に盆地、山地が連続して広がる地形を有し、京阪神都市圏を含む兵庫県播磨地域から琵琶湖東部に
かけて軸状に伸びる地域に都市・交通・産業機能が高密度に集積しています。また、いにしえより多様な政治・経済・文化活動が営まれてきた日本文化
の発祥地として我が国を象徴する地域となっています。

京都府南部から奈良県北西部、和歌山県北部地区は山地を隔てた盆地で、特に奈良県、和歌山県は可住地面積割合が小さいものの、こうした盆地
に市街地が形成されています。産業の観点では、例えば物流は大阪を中心とし、放射状に京都、奈良、和歌山と交流が多いのが特徴であり、これらの地
域を結ぶ環状の交流は比較的希薄です。

しかし、これらの地域には「古都京都の文化遺産」「古都奈良の文化財」「紀伊山地の霊場と参詣道」などをはじめとする世界文化遺産、国宝、重要文
化財が数多くあり、また関西文化学術研究都市等の学術研究施設や高度な研究開発拠点があり大阪都市圏周辺には、固有の歴史・文化に裏打ちされ
た貴重な地域資源が数多く存在しています。

こうした地域資源を有機的ネットワークで形成し、これからの近畿の経済・文化・暮らしを支えるのが、現在事業が進められている京奈和自動車道です。
本資料は、整備途中ですが、道路が産業、商業の活性化、観光活動の支援、暮らしや環境改善などに貢献している一事例を収集・整理したものです。

道路の整備効果や地域のニーズ、期待についてご理解を深めていただければ幸いです。

はじめに

※高規格幹線道路（高速自動車国道、一般国道自動車専用道路）、都市高速道路等を対象とした
人口集中地区はH17国勢調査より

■道路ネットワークの変遷■京都府、奈良県、和歌山県の社会経済指標

資料：文化庁調べ（H22.2）

＜国宝・重要文化財指定件数の割合＞

京都府、奈良県、和歌山県のわずか3府県で
全国の3割の国宝・重要文化財
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（３日間調査 単位：百トン）

大阪を中心に各地域で交流が多い一方、
京都、奈良、和歌山は比較的希薄

資料：物流センサス（H17）

※都道府県間流動の代表輸送機関別のトラック計

近畿圏：滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山、福井
資料：総務省「社会生活統計指標」（Ｈ20）

京都府、奈良県、和歌山県は可住地面積が小さい

＜可住地面積割合＞





■橿原市

■明日香村

■五條市

世界遺産等の多くの観光資源をつなぐ京奈和自動車道

近畿地方の世界遺産を構成する寺社や古道などのうち、過半数が京奈和自動車道から約１時間

で到達可能になります。

■京奈和自動車道から約１時間でアクセス可能な世界遺産の区域

沿線市町村が京奈和自動車道の今後の開通に期待
沿線市町村の

期待

五條市農林商工観光課 主任

明日香夢の市 店長

橿原市観光協会 M担当

橿原市 今井町の町並み

石舞台古墳

五條市 新町通り

■国宝・重要文化財件数

＜日本の国宝・重要文化財件数〔12,709件 〕＞ ＜近畿の国宝・重要文化財件数〔6,069件 〕＞

近畿：大阪、京都、兵庫、奈良、和歌山、滋賀、福井
関東：東京、神奈川、千葉、埼玉、茨城、栃木、群馬、長野、山梨
中部：愛知、岐阜、静岡、三重
※エリア区分は国土交通省地方整備局の国道事務所が所在する等、主な管轄エリア 資料：文化庁調べ（平成22年1月現在）

約5割が近畿

約7割が

京都府・奈良県・和歌山県内

102
(2%)

平城宮跡

平等院 • 橿原市の観光ボランティアガイドの案内件数

が増加しており、観光ボランティアの9割が主

要な観光地である今井町を案内しています。

• 京奈和自動車道の今後の開通で橿原市に

ICができると、観光客が来やすくなるため、観

光客の増加に期待しています。

• 地元奈良や大阪からの来訪者が多く、また

三重や名古屋からのお客さんも増えています。

• 京都方面からの来訪者はまだ少ないですが、

京奈和自動車道の今後の開通で時間距離

が短くなるため、来訪者の増加に期待してい

ます。

• 中部方面からも日帰り圏になり、三重や名

古屋からの問い合わせが増加しています。

• 京奈和自動車道の今後の開通で、中部方

面との時間距離が短くなるため、来訪者の

増加に期待しています。
慈尊院

資料：日本ユネスコ協会ＨＰ（平成22年1月現在）

日本の国宝・重要文化財のうち約5割が近畿にあり、そのうちの約7割が京都府・奈良県・和歌山県

にあります。

過半数の世界遺産が
京奈和自動車道から
１時間で到達可能に

件数（件） シェア(%)

83 - -

　京都府 17 5 -

　奈良県 10 10 -

　和歌山県 23 12 -

　兵庫県 1 0 -

51 27 53%

京奈和自動車道から
１時間でアクセス可能な遺産

遺産件数
（件）

近畿計

全国計

遺産件数と
京奈和自動車道からの圏域

※遺産件数とは世界遺産を構成する個々の遺産の構成数をいう
遺産件数は京奈和自動車道全線開通時
京都府には一部,滋賀県を、和歌山県には一部,奈良県、三重県を含む

※京奈和自動車道から１時間で到達可能な地域
京奈和自動車道から、H17道路交通センサスの混雑時速度を用いて、高速自動車
国道、都市高速道路、一般国道を対象に、１時間で到達可能な圏域を算出

資料：H17道路交通センサス（混雑時速度）より算出
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製造品出荷額は、近畿圏では平成15年頃から回復し、京奈和自動車道沿線は、大和御所道路

（大和区間）、五條道路、橋本道路が開通された以降は1.00を越える伸びを示しています。また、

工場立地件数は近年、近畿圏に比べ奈良県・和歌山県で高い増加傾向を示しており、今後の全線

開通による地域産業の活性化が期待されます。

■京奈和自動車道周辺の産業団地の立地状況

産業への支援と産業活動などの活性化

京奈和自動車道沿線では、

11地区で近年立地が進行
（売り出し予定１地区含む）

注）立地とは分譲を意味します

資料：京都府商工労働観光部企業立地推進課ヒアリング
奈良県商工労働部企業立地推進課ヒアリング

和歌山県商工観光労働部 企業立地課ヒアリング

京奈和自動車道沿線では、現在まで多くの産業団地が立地しており、今後も産業団地の立地

やそれに伴う地域活性化が期待されます。

※京奈和自動車道沿線市町村を対象

■工場立地件数の推移

※立地件数は新設＋増設の合計
資料：工場立地動向調査

大和御所道路（大和区間）五條道路開通

橋本道路全線開通

和歌山

奈良

近畿圏

京都

（
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畿
圏
）

（
京
都
・
奈
良
・
和
歌
山
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■製造品出荷額の伸び率（H10ベース)

資料：工業統計調査

京奈和自動車道沿線地域
京都府：久御山町、宇治市、城陽市、京田辺市、精華町、木津川市
奈良県：奈良市、大和郡山市、天理市、川西町、三宅町、田原本町、橿原市、

大和高田市、葛城市、御所市、五條市
和歌山県：橋本市、かつらぎ町、紀の川市、岩出市、和歌山市

京奈和自動車道沿線地域以外
京都府、奈良県、和歌山県の京奈和自動車道が通過する生活圏のうち、沿線地域以外の市町村

大和御所道路（大和区間）、五條道路開通

橋本道路全線開通

京奈和自動車道
沿線地域

京奈和自動車道
沿線地域以外 近畿圏

全国

※値は京奈和自動車道沿線地域

京都、大阪、奈良の三府県にまたがる京
阪奈丘陵に、文化・学術・研究の新しい『拠
点』づくりをめざして建設。
・面積 約 15,000ha 
・人口 約 41万人（計画）

資料：国土交通省HP、京都府HP
写真出典：独立行政法人都市再生機構

関西文化学術研究都市
（けいはんな学研都市）

京都、大阪、奈良の三府県にまたがる京
阪奈丘陵に、文化・学術・研究の新しい『拠
点』づくりをめざして建設。
・面積 約 15,000ha 
・人口 約 41万人（計画）

資料：国土交通省HP、京都府HP
写真出典：独立行政法人都市再生機構

関西文化学術研究都市
（けいはんな学研都市）

橋本市の北東部、一部供用開始した京奈
和自動車道「橋本東IC」に近接
・団地面積：約1500㎡
・新たに紀ノ光台Sゾーンが分譲予定

資料：橋本市HP、企業立地ガイド（橋本市）
写真出典：橋本市HP

紀北橋本エコヒルズ

橋本市の北東部、一部供用開始した京奈
和自動車道「橋本東IC」に近接
・団地面積：約1500㎡
・新たに紀ノ光台Sゾーンが分譲予定

資料：橋本市HP、企業立地ガイド（橋本市）
写真出典：橋本市HP

紀北橋本エコヒルズ

※H22.2現在



産業への支援と産業活動などの活性化

京奈和自動車道沿線の各種事業所における効果と期待

ヒアリング先：A部品販売〔卸売〕

タンクローリー車

ヒアリング先：D化学工業〔油剤製造・配送〕

輸送の安全性向上、輸送コスト削減に期待製造

移動時間が短縮し、配送が迅速に

• 京奈和自動車道が開通して、営業所から奈良県南部エリアへ

の移動時間が2割短縮しました。

• そのおかげで、営業時間を増やすことができ、1日当たりの訪問

件数が増え、 配送が迅速化し、新規顧客が増加し、営業車の

他に配送専用車両を増強しました。

• 油剤（危険物）を和歌山方面へ輸送す

る際、大和郡山から西名阪自動車道

を利用しています。

• 京奈和自動車道が和歌山まで開通す

れば、運転の際の安全性向上や、運

転手の負担が軽減、輸送コストが削減

されます。

• 大変便利になりますので、期待していま

す。

京奈和自動車道開通による沿線事業者の効果と期待

輸送トラック

ヒアリング先：S（株） 〔ユニット住宅の配送〕

輸送リスク減少、コスト削減運輸

ユニット住宅

• 大和郡山から和歌山方面へは京奈和自動車道

を利用することが多くなりました。

• 京奈和自動車道が開通して、ルートの選択がで

きるようになり、到着遅れのリスクが減少しました。

• 輸送コストが削減でき、安心して運転できるため、

助かります。

ヒアリング先： I 堂〔和菓子原材料の製造・販売・卸売業〕

和菓子は鮮度が命

吉野本葛使用の和菓子

• 和菓子の原材料の製造、販売、卸売をしてお

り、奈良・京都方面へ輸送しています。

• 大和御所道路（大和区間）が開通したことや、

大和御所道路（御所区間）が開通することに

期待して、橿原北ＩＣ付近に工場を新設しまし

た。

• 和菓子は鮮度が命なので、移動時間が短くな

ると輸送回数の減少など、効率的に業務を行

うことができます。また、急な注文等、柔軟に対

応できるため、将来の開通に期待しています。

食品
製造

卸売

奈良県南部エリアにおける変化

訪問件数

2.6件/日増加

新規顧客増加

配送増強

〔開通前〕

往復100分
（片道50分）

〔開通後〕

往復80分
（片道40分）

訪問件数

19.1件/日

〔開通前〕

〔開通後〕

約2割
短縮

営業時間
増加

訪問件数

16.5件/日
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京奈和自動車道、国道24号の事故が減少

京奈和自動車道開通後、当該路線と並行する国道24号の死傷事故率は低下しています。特に、

大和御所道路（大和区間）並行区間では大きく減少しています。

大和御所道路（大和区間）、五條道路、橋本道路が開通し、京奈和自動車道を含め国道24号の

死傷事故件数は減少しました。特に、事故件数が多い大和御所道路（大和区間）の並行する区間

は大きく減少しました。

■国道24号利用者に聞いた「運転時の安全性に対する満足度」のアンケート結果

五條道路開通 橋本道路（橋本～高野口,奈良・和歌山県境～橋本東）開通

約2割
減少

京奈和自動車道に並行する国道24号利用者の安全性に対する満足度が向上

〈事故件数〉

～2
2～4
4～6
6～8
8～10
10～

五條道路

橋
本

道
路

四条町

中町中川北

居伝町

大野

■事故件数の変化

〈事故件数〉

～2
2～4
4～6
6～8
8～10
10～

大和御所道路

（大和区間）

資料：交通事故統合データ
国土交通省交通量調査371件

＜大和御所道路（大和区間）
及び国道24号並行区間＞

＜五條道路及び国道24号並行区間＞ ＜橋本道路及び国道24号並行区間＞

約3割
減少

約2割
減少

大和御所道路（大和区間）

全線開通

240件

338件
165件

17％減少

資料：交通事故発生位置図

＜大和御所道路（大和区間）並行区間利用者＞ ＜五條道路並行区間利用者＞

資料：H18国土交通省実施アンケート調査
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※国道24号の大和御所道路並行区間を利用している人を対象に集計

満足が約6割

満足が約2割

N=964

37%

53%

7%

20%

11%

4%

46%

23%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

供用

半年後

供用前

満足 やや満足 やや不満 不満

※国道24号の五條道路並行区間を利用している人を対象に集計

満足が約3割

満足が約6割

N=517

開通前（H17）
大和御所道路（大和区間）

五條道路、橋本道路

開通後（H19）
大和御所道路（大和区間）

五條道路、橋本道路

■死傷事故件数の推移 ■死傷事故率の変化

事故件数は単路+交差点の死傷事故件数
開通前：国道24号+橿原バイパス
開通後：国道24号+橿原バイパス+京奈和自動車道
＊橿原バイパスは大和御所道路（大和区間）のみ

四条町

中町中川北

大和御所道路

（大和区間）

五條道路

橋
本

道
路

居伝町

大野

※大和御所道路（大和区間）、五條道路開通後アンケート
資料：交通事故発生位置図
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橋本

五條北IC

五條IC
五條西IC

橋本東IC

橋本IC

高野口IC

五條市消防本部
管轄エリア
・面　積：292.05km2
・世帯数：13,814世帯

橋本市消防本部
管轄エリア
・面　積：130.31km2
・世帯数：25,986世帯

■阪神高速3号神戸線の
倒壊状況

阪神・淡路大震災時には中国自動車道が寸断され、広域トリップ交通にも影響しましたが、

舞鶴若狭自動車道や北陸自動車道、京都縦貫自動車道等の高規格幹線道路が迂回路と

して機能しました。

■阪神・淡路大震災時の迂回交通量

災害時等の代替ルートを形成

県庁所在都市間をつなぐ第一次緊急輸送道路は、各都市間は2～4路線整備されているのに対して、

京都市～奈良市～和歌山市では1路線のみです。京奈和自動車道が開通すると2路線となり、災害

時等の代替路が確保されます。

資料：阪神・淡路大震災誌「平成7年（1995年）兵庫県南部地震」

阪神・淡路大震災時は、高規格幹線道路が代替ルートとして機能

資料）高速道路と自動車（平成9年1月号）

※震災の通行止め期間（平成7年1月17日～26日）
断面交通量：通行止め時の交通量
迂回交通量：平常時と通行止め時の差分交通量
通常時交通量：H6センサス 中国吹田～豊中ICの交通量

京都～奈良～和歌山
は1路線のみ

各都市間は2路線以上確保

高度な医療サービスがより早くより広く

■第三次救急医療施設へ30分以内に到達できる圏域の変化

大和御所道路（大和区間）、五條道路、橋本道路の開通により第三次救急医療施設へのアクセス

が向上し、30分以内に到達できる人が増えました。また、全線開通すると、より広い範囲の方がこれまで

以上に早く高度な医療サービスを受けることができます。

30分以内に第三次救急
医療施設へ到達できる人口

〔大和御所道路（大和区間）開通により〕

〔全線開通により〕

約2.9万人増加

約23.6万人増加

算出方法：平成17年道路交通センサスの混雑時旅行速度を用いて30分アクセス圏を算出した。
人口は平成17年国勢調査1ｋｍメッシュ人口を用いて圏域にかかる人口を算出した。

救急搬送先の選択肢が増加するとともに、救急搬送時の患者負担も軽減
救急
医療

京奈和自動車道利用による救急搬送で
揺れによる患者負担が軽減

大いに
そう思う

63%

やや
そう思う

37%

n=46

すべての人が
「そう思う」

救急活動ルートの選択肢が増えて
柔軟な対応が可能

そう思わない
2%

やや
そう思う

42%

大いに
そう思う

56%

n=50

ほとんどの人
が「そう思う」

■五條市消防本部救急隊員に
聞いた救急活動の変化

対象とした路線：高規格幹線道路（高速自動車国道、一般国道自動車専用道路）

都市高速道路、自動車専用道路、国道（指定区間）

ヒアリング先：五條市消防本部ヒアリング先：橋本市消防本部

五條市消防本部

マスコット

ゴーちゃん救急隊

• 道路の混雑や現場の状況に応

じて最適なルートや病院を選択

でき、柔軟な対応が可能となり

ました。

• 五條道路、橋本道路は交差

点やカーブが少ないため揺れが

少なく、患者さんの負担軽減に

なっています。

• 救急隊員にとっても処置がしや

すくなり、負担が軽減しました。

• 奈良県内の病院へ搬送する

際、橋本道路で搬送すること

により、安全性が向上しました。

• 国道24号の場合は信号や交

差点、自転車の飛び出し等が

あり、減速することが多いため、

傷病者に負担がありました。

• 橋本道路では一定の速度を

保てるため、傷病者の負担が

少なく安全性が向上しました。

※阪神・淡路大震災の概要
平成7年1月17日、淡路島北部を震源とするマグニチュード7.2の地震が発生しました。この地

震は「平成7年兵庫県南部地震」と命名され、人口350万人余が密集するわが国の経済活動
等の中枢を担う阪神都市圏で発生した「都市直下型地震」でした。この地震により、ライフライ
ン、鉄道、道路、港湾等の公共施設が壊滅的な打撃を受け、地震火災の同時多発的な発
生などにより、その被害は極めて甚大なものとなりました。
死者は6,310名、負傷者は38,495名にのぼり、236,000棟以上の家屋が全半壊するなど住民
生活や産業活動に大きな支障を与え、「阪神・淡路大震災」とよばれるものとなりました。

五條市から橋本市民病院へ搬
送しやすくなり、搬送件数が増加

橋本市から奈良県内の病院への
搬送は患者さんの負担が軽減

■県庁所在都市間をつなぐ第一次緊急輸送道路

将来さらに

コラム

救急医療では、わずかな時間の差が患者の生死

を左右する。多量出血の場合、出血から処置・治療

までの時間が30分を越えると約50％、1時間を越え

るとほぼ100％の割合で死亡するとされている。

30分以内に医療機関へ
搬送できると患者のリスクが軽減

緊急時の時間経過と死亡率の関係

【カーラー曲線】

奈良県立
医科大学附属病院

写真：神戸新聞社提供

開通前

大和御所道路（大和区間）
開通後30分圏

全線開通後



大和御所道路（大和区間）、五條道路、橋本道路が開通し買い物等の行動範囲が拡大していま

す。例えば、五條市から1時間以内で行ける圏域が拡大し、5,000㎡以上の大規模商業施設では新

たに3店舗増えました。

買い物や娯楽の行動範囲が拡大、遠足の選択肢が増加

※大規模商業施設は、5,000㎡以上の店舗面積の施設を対象とした
資料：全国大型小売店総覧（2010 東洋経済新報社）

■五條市からの１時間圏域の変化

55%45%

広がったと思う 広がったと思わない

N=1143

資料：H18国土交通省実施アンケート調査

■京奈和自動車利用者に聞いた
大和御所道路（大和区間）、五條道
路開通による買い物や娯楽の行動
範囲の変化の割合

■京奈和自動車道利用者に聞いた日常生活の利便性（通勤、通学、私用、買い物等）に対する満足度

資料：H18国土交通省実施アンケート調査

約6割が
行動範囲拡大

＜大和御所道路（大和区間）利用者＞

51%

25%

28%

53%

8%

20%2%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

供用

半年後

供用前

満足 やや満足 やや不満 不満

N=893

満足が約6割

満足が約3割

※大和御所道路（大和区間）を利用している人を対象に集計

N=893

＜五條道路利用者＞

52%

23%

25%

52%

8%

23%2%

16%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

供用

半年後

供用前

満足 やや満足 やや不満 不満

N=421

満足が約3割

満足が約7割

※五條道路を利用している人を対象に集計

N=421

日常生活の利便性の満足度が向上

1時間以内で行
ける商業施設が
3店舗増えた

バスの定時性確保

奈良公園から余裕時間
を見込まなくても、16時
に帰着（必須）できるよう
になった

選択肢の増加

低学年の遠足で昆虫
館にいけるようになっ
た

遠足での行き先の選択肢の増加、バス運行の定時性確保遠足

・ 時間が短縮されたので、出発

時間を遅らせることができるよう

になり、始業時刻前に集合す

る必要がなくなりました。

高野口小学校（和歌山県橋本市）

・ 低学年はトイレ等のためバスに

長い時間乗車できません。京奈

和自動車道の整備でこれまで行

けなかった橿原市の昆虫館に行

けるなど、選択肢が増えました。

・ また、奈良公園へ遠足の際、橋

本道路開通により定時性が確

保され、 国道24号の渋滞によ

る帰着時間の余裕を考慮しなく

てよくなりました。

妙寺小学校（和歌山県かつらぎ町）

ヒアリング先：妙寺小学校

ヒアリング先：高野口小学校

やや走り
やすく
なった
36%

どちらと
もいえな

い
31%

やや走り
にくく
なった
2%

非常に走
りやすく
なった
31%

N=52

約7割が
「走りやすくなった」

と回答

■バス乗務員に聞いた橋本道路開通後に
走りやすくなったと感じた人の割合

資料：H21バス乗務員アンケート調査（南海りんかんバス・和歌山バス那賀）

・ 開通前は、市脇交差点の渋滞によ

り、運行が遅れることが多くありました。

・開通後は、伏原交差点以東で渋滞

することはなく、運行が安定しました。
和歌山バス那賀

乗務員

バス乗務員も「走りやすくなった」と実感バス

市脇
交差点

伏原
交差点

開通後
渋滞無くなる

開通前
渋滞

※大和御所道路（大和区間）、五條道路開通後アンケート

※大和御所道路（大和区間）、五條道路開通後アンケート
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＜ＮＯＸ＞

9%減少

京奈和自動車道周辺路線の沿道環境が改善

CO2、NOX、SPMの排出原単位は速度が低くなるほど大きくなります。

大和御所道路（大和区間）、五條道路、橋本道路の開通により国道24号の騒音が低減し、夜間

要請限度を超えていた箇所の全てで夜間要請限度を満足しました。

■排出原単位

7%減少

CO2排出減少量（t-CO2/年）＝総排出量［整備あり］－総排出量［整備なし］

総排出量＝車種別交通量×対象区間×車種別排出原単位×365÷1,000,000
（t-CO2/年） （台/日） （km） （t-CO2/台・km） （日）

車種は、小型（乗用車及び小型貨物）と大型（普通貨物及びバス）に分類

※NOx、SPM排出減少量についても同様に算出

＜ＣＯ2＞

資料：平成22年度 道路政策評価関係資料集より 国土交通省作成

・植林によるCO2吸収量は10.6t-CO2/ha/年
出典：「土地利用・土地利用変化及び林業に関する

グッド・プラクティス・ガイダンス（優良手法指針）」
・甲子園の面積は39,600㎡
・NOx1gの体積は、523mlとして換算

出典：「道路環境影響評価の技術手法」（（財）道路環境研究所）
・大型トラック1台の荷室の容積は、約60m3として換算
・500mlのペットボトル1本は、SPM約100gとして換算

 

京奈和自動車道の開通によって、夜間要請限度を満足した観測地点

（他の観測地点は開通前から限度内）

＜ＳＰＭ＞

9%減少

資料： ■郡山南IC～橿原北IC断面
（大和御所道路(大和区間)）

交通量； 【開通前】平成18年3月8日
【開通後】平成18年10月31日

速度； 【開通前】平成18年3月1日
【開通後】平成18年10月31日

■五條IC～五條西IC断面（五條道路）

交通量； 【開通前】平成18年3月8日
【開通後】平成18年10月31日

速度； 【開通前】平成18年2月28日
【開通後】平成18年10月31日

■橋本IC～高野口IC断面（橋本道路）

交通量； 【開通前】平成17年10月6日
【開通後】平成19年9月4日

速度； 【開通前】平成17年10月平均
【開通後】平成19年9月4日

大和御所道路（大和区間）

国道24号

国道24号（橿原BP）

国道169号

五條道路

国道24号

橋本道路

国道24号

甲子園約254個分
の植林に相当

大和御所道路（大和区間）、五條道路、橋本道路が開通しCO2、NOX、SPMの排出量が減少し

ています。全線開通した場合、更に減少すると期待されます。

大型トラック
約427台分に相当

500mlペットボトル
約42,400本分に相当

＜ＣＯ2＞

■自動車ガス排出量の変化

資料：国土交通省調べ

＜橋本道路並行区間＞

＜五條道路並行区間＞

＜大和御所道路（大和区間）並行区間＞

夜
間
要
請
限
度
70
dB

21

22

夜
間
要
請
限
度
70
dB

夜
間
要
請
限
度
70
dB

■国道24号の騒音の変化

＜NOX＞ ＜SPM＞

大型自動車

小型自動車

大型自動車

小型自動車

大型自動車

小型自動車

橋本IC～高野口IC断面

五條IC～五條西IC断面

郡山南IC～橿原北IC断面



京奈和自動車道に交通が転換、国道24号の交通量が減少

大和御所道路（大和区間）、五條道路、橋本道路の開通により国道24号の交通量が減少し、京

奈和自動車道に転換されました。

調査地点

【橋本道路】

■京奈和自動車道と国道24号の断面交通量の変化

橋本道路（橋本～高野口）断面
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73

162

38
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供用前

（Ｈ17.10.6）

一部供用後

（H18.10.31）

全線供用後

（H20.2.13）

国道24号（市脇） 橋本道路（橋本～高野口）

大和御所道路（大和郡山南～橿原北）断面
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供用前

（Ｈ17.10.27）

供用後

（H18.10.31）

供用後

（H19.10.16）

大和御所道路（郡山南～橿原北）

国道24号（葛本町）

京奈道路（精華下狛～精華学研）断面

162 149

79
117

165

0

100

200

300

400

供用前

（S63）

一部供用後

（H6）

全線供用後

（H17）

京奈道路（精華下狛～精華学研）断面

国道24号（上狛字北的場）

五條道路（五條西～橋本東）断面

56 78
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78
63

0

100

200

300

400

供用前

（H18.3.8）

五條道路

全線供用

（H18.10.31）

橋本道路

全線供用

（H20.2.13）

国道24号（畑田） 五條道路（五條西～橋本東）

資料：道路交通センサス

S63～H5城陽～山田川IC開通

H12山田川
～木津IC開通

資料：国土交通省交通量調査 資料：国土交通省交通量調査

H19橋本東
～橋本IC開通

H18 五條北～橋本東ＩＣ
橋本～高野口ＩＣ 開通

資料：国土交通省トラカンデータ〔大和御所道路
（H19.10.16）〕
国土交通省交通量調査（国道24号）

3百台減少
13百台減少

15百台減少

9百台減少

42百台減少

（百台/12h）

（百台/12h）

H18郡山南～橿原北IC開通

25百台減少

（百台/12h）

（百台/12h）

H19橋本東
～橋本IC開通

H18 五條北～橋本東ＩＣ
橋本～高野口ＩＣ 開通

13百台減少



嘉幡町交差点
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本陣交差点
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（H18.10.31）

全線供用後
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上り（東行）

下り（西行）

市脇交差点

240 220
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250 225
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0

200

400

供用前

（H17.10.27）

一部供用後

（H18.10.31）

全線供用半年後

（Ｈ20.2.13）

（ｍ）
上り（東行）

下り（西行）

国道24号の渋滞が緩和、生活道路の交通量が減少

大和御所道路（大和区間）の開通により、生活道路の交通量や交通事故が減少しました。
大和御所道路（大和区間）、五條道路、橋本道路の開通により国道24号の渋滞長が減少し、特

に渋滞が著しかった嘉幡町交差点南行きでの渋滞が解消しました。

調査地点

■大和御所道路（大和区間）利用者
に聞いた開通前の利用道路

資料：国土交通省渋滞調査

国道24号の利用者の多くが渋滞緩和を実感

2%

1%

4%

6%

11%

76%

国道２４号

国道１６９号

（主）大和高田斑鳩線

（一)大和高田広陵線

（主）桜井田原本王寺線 その他

（N=683）

資料：H18国土交通省実施アンケート調査

約8割が
国道24号から転換

N=683

大和郡山広陵線 町道

桜井田原本王寺線

河合大和高田線 国道24号
橿原バイパス

国道24号

■大和御所道路（大和区間）断面の交通量の変化

概ね
解消

解消

五條北～五條ＩＣ開通後

橋本～高野口ＩＣ開通後

■渋滞長の変化

やや
緩和した

49%

かなり
緩和した

37%

かなり
混雑した

1%

やや
混雑した

1%
変わらない

12%

(n=3188)
資料：H19国土交通省実施アンケート調査

※国道24号の五條・橋本道路と並行する
区間を利用している人を対象に集計。
無記入は除外。

約9割が
渋滞緩和を実感

N=3188

■国道24号の利用者に聞いた
渋滞緩和したと感じた人の割合

町道

大和高田斑鳩線

集計対象道路：県）河合大和高田線、県）大和高田斑鳩線、
県）大和郡山広陵線、県）桜井田原本王寺線

■大和御所道路（大和区間）
周辺生活道路の事故件数

88

114

85

69 66

0

30

60

90

120

Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

（件） 大和御所道路（大和区間）開通

約2割
減少

資料：交通事故統合データ

西行

約４割減少

※大和御所道路（大和区間）、五條道路開通後アンケート
※大和御所道路（大和区間）を利用している人を対象に集計

京奈和自動車道 国道24号 その他の道路

860
763 770 747

381

308 317
313

215
242 297

1,241
1,286

1,329 1,356

0

500

1,000

1,500

2,000

供用前
（H18.3）

供用1ヶ月後
（H18.5）

供用半年後
（H18.10）

供用2年後
（H20.2）

大和御所道路（大和区間）開通後（Ｈ18.4開通）

生活道路の
交通量が
13％減少

資料：国土交通省交通量調査



移動時間が短縮し、所要時間のばらつきも減少

大和御所道路（大和区間）、五條道路、橋本道路が開通され各交差点間の所要時間が減少し、

所要時間のばらつき注）も減少するなど、所要時間が読みやすくなりました。

注） ばらつきとは調査日における最長所要時間と最短所要時間の差を示しています。

〔調査日〕
・大和御所道路並行区間

開通前：H17.10.27
開通後：H19.10.16

・五條道路並行区間
開通前：H17.10.27
開通後：H19.10.23

・橋本道路並行区間
開通前：H17.10平均（6、12、26日の平均）
開通後：H19.9.4

資料：国土交通省走行速度調査

調査地点

京都市～和歌山市の所要時間は、大和御所道路（大和区間）、五條道路、橋本道路が開通し

たことで4時間30分が約40分短縮されました。今後、全線開通した場合、更に2時間10分短縮され、

所要時間は1時間40分に短縮されます。

■京奈和自動車道利用者に聞いた所要時間に対する満足度

京奈和自動車道の利用者のほとんどの方が所要時間に対して高い満足度

不満

2%やや不満

12%

満足

35%

やや満足

51%

(N=421)

やや満足

38%
満足

54%

やや不満

6%

不満

1%

(Ｎ=893)

※大和御所道路（大和区間）を利用している人を対象に集計

＜大和御所道路（大和区間）利用者＞

資料：H18国土交通省実施アンケート調査

＜五條道路利用者＞

※五條道路を利用している人を対象に集計

満足が
約9割

満足が
約9割

N=421N=893

大和御所道路（大和区間）並行区間

13分

36分 55分

23分

0 10 20 30 40 50 60(分)

供用前：

国道24号

供用後：

大和御所

道路
最短所要時間
最長所要時間

供用後：

大和御所道路

（大和区間）

五條道路並行区間

6分

15分 21分

8分

0 10 20 30 40 50 60(分)

供用前：

国道24号

供用後：

五條道路
最短所要時間
最長所要時間

橋本道路並行区間

17分

13分 14分

35分

0 10 20 30 40 50 60(分)

供用前：

国道24号

供用後：

橋本道路 最短所要時間
最長所要時間

ばらつき

19分

②
開通後：
大和御所道路
（大和区間）

①
開通前：
国道24号

④
開通後：
五條道路

③
開通前：
国道24号

⑥
開通後：
橋本道路

⑤
開通前：
国道24号

10分

2分

ばらつき

18分

1分

ばらつき

6分

大和御所道路（大和区間）及び並行する国道24号の所要時間

～A.南六条交差点 B.新堂交差点

～C.居伝町交差点 D.和歌山県境

～E.垂井東交差点 F.大野交差点

五條道路及び並行する国道24号の所要時間

橋本道路及び並行する国道24号の所要時間

ばらつき
9分減少

ばらつき
4分減少

ばらつき
17分減少

■京都市～和歌山市の所要時間■所要時間とばらつきの変化

〔H18まで〕

国道24号利用

約4時間30分
（270分）

〔H19:大和御所道路（大和区間）、
五條道路、橋本道路開通後〕

京奈和自動車道利用

約3時間50分
（230分）

〔将来全線開通時〕

京奈和自動車道利用

約1時間40分
（約100分）

約2時間10分
短縮

約40分
短縮

※京都市、奈良市、和歌山市は、それぞれ
市役所からの所要時間を算出
京都市⇔和歌山市の所要時間は奈良市
役所を経由しない場合、約3分短くなる。

国道24号利用は道路時刻表2002、2003年版、H17道路交通センサスより算出
将来は西名阪自動車道以北を80km/h、それ以南を100ｋｍ/h、一般道を30km/hで算出

約1時間20分

（約80分）

約2時間30分
（150分）

約1時間20分
（約80分）

約1時間

（60分）

約40分
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約3時間10分

（約190分）

※大和御所道路（大和区間）、五條道路開通後アンケート









※回収率：回収件数/配布件数

※資料に掲載しているアンケート調査の概要

1）H18国土交通省近畿地方整備局 奈良国道事務所実施アンケート調査
調査目的：平成18年度に開通した大和御所道路（大和区間）、五條道路、橋本道路（一部開通）の効果把握。
調査方法：webアンケート
調査対象：京奈和自動車道沿線の居住者。

奈良市、大和高田市、大和郡山市、天理市、橿原市、五條市、御所市、葛城市、磯城郡川西町、磯城郡三宅町、
磯城郡田原本町、北葛城郡広陵町、和歌山県橋本市の京奈和自動車道沿線の居住者。

配布件数：3,164件
回収件数：1,320件〔回収率41.7％〕

2）H19国土交通省近畿地方整備局 奈良国道事務所実施アンケート調査
調査目的：平成19年度に橋本道路が全線開通したことによる効果把握。
調査方法：アンケート用紙配布
調査対象：五條市6地区、31町、172自治会の居住者
配布件数：7,043世帯
回収件数：5,004件〔回収率71.0%〕

3）H21国土交通省近畿地方整備局 京都国道事務所、奈良国道事務所、和歌山河川国道事務所実施アンケート調査
調査目的：京都、奈良、和歌山における京奈和自動車道全体の効果把握。
調査方法：郵送配布・郵送回収（一部、直接配布・直接回収）
調査対象：京奈和自動車道沿線の観光協会、消防、民間企業等の事業所
配布件数：2,417件（3事務所合計）
回収件数：985件（3事務所合計） 〔回収率 40.8%〕


